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１．計画の基本方針 

１.１．背景と目的 

阿久根市は、鹿児島県北西部に位置し、高松川河口の阿久根港を中心に古来から海・陸

交流の要衝として海運業・商業などの栄えた町であり、薩摩川内市から阿久根市の中心地

を経由し出水市に向かう国道 3 号、北部には阿久根市と長島町を結ぶ国道 389 号があり、

どちらも交通移動および物流の重要路線となっています。 

阿久根市が管理する橋梁は 226 橋であり、『コンクリート橋（PC橋・RC 橋・BOX）は 89％

の 202 橋』、『鋼橋は 5％の 11 橋』、『石橋・混合橋は 6％の 13 橋」となっています。 

また、一般的に橋梁の設計寿命といわれる 50 年を現時点で経過している橋梁は、全体

の 48.6%の 110 橋であり（図 1.1-1）、既に約半数の老朽化が懸念される状況です。 

このような状況から阿久根市では、従来の「建設優先」の考え方ではなく、「建設から

維持管理に至るライフサイクル」の視点に立った取り組みに移行することを基本方針と

した「橋梁長寿命化修繕計画」を平成 25 年度に策定し、計画に沿って 5年に一度の定期

点検や橋梁調査・補修工事等の事業を実施してきました。 

平成 25 年に策定した当初計画から約 10 年経過したことを受け、本計画ではこれまで

の事業の実施状況とその間実施した定期点検結果等に基づき、「橋梁長寿命化修繕計画」

の更新を行ったものです。 

 

図 1.1-1 管理橋梁の建設時からの経過年割合（2023 年時点） 

 

図 1.1-2 管理橋梁の架設年度別数（2023 年時点）

1920年代 1930年代 1940年代 1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

橋梁建設数 3 3 9 30 47 48 48 26 6 2 4
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１.２．阿久根市管理の橋梁の現状と課題 

（１）橋梁数 

阿久根市が管理する橋梁は 226 橋であり、橋種別で分類すると、『PC 橋は 29％の

66 橋』、『RC 橋は 39％の 89 橋』、『鋼橋は 5％の 11 橋』、『BOX は 21％の 47 橋』、『石橋

は 2％の 4橋』、『混合橋は 4％の 9橋』となっています。主な特徴として、コンクリ

ート橋が多いことが挙げられます。 

 
図 1.2-1 管理橋梁の橋種別割合 

 

（２）橋梁の経過年数 

図 1.2-2 から、阿久根市が管理する橋梁 226 橋のうち、令和６年３月現在におい

て、50 年を経過している橋梁は 110 橋ですが、20 年後の 2043 年には全体の 90.7％

にあたる 205 橋（補修実施橋梁を含む）が建設後 50 年を越える事となります。 

阿久根市が管理する橋梁は今後急速に高齢化し、大規模な修繕や架け替えが同時

期に発生することが予想され、多大な財政負担となることが懸念されます。 

このようなことから、橋梁の長寿命化および橋梁の修繕や架け替えに係わる費用

の縮減を図ることが大きな課題となっています。 

 

図 1.2-2 建設後 50 年以上の推移 

【 PC橋 】

66橋,29%

【 RC橋 】

89橋, 39%

【 鋼橋 】

11橋,5%

【 BOX 】

47橋,21%

【 石橋 】

4橋,2%

【 混合橋 】

9橋,4%

【年 数】49年以下

【橋梁数】110橋

【割 合】51.3％

【年 数】50年以上

【橋梁数】116橋

【割 合】48.7％

≪ 2023年現在 ≫

【年 数】49年以下

【橋梁数】65橋

【割 合】28.8％

【年 数】50年以上

【橋梁数】161橋

【割 合】71.2％

≪ 10年後 ≫

【年 数】49年以下

【橋梁数】21橋

【割 合】9.3％

【年 数】50年以上

【橋梁数】205橋

【割 合】90.7％

≪ 20年後 ≫
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（３）補修実施橋梁と実施年数 

対象橋梁 226 橋のうち、令和６年３月現在で対策が必要な橋梁は 191 橋、健全（対

策不要）な橋梁は 35 橋となっています。 

対策が必要な橋梁 191 橋のうち、補修に着手した橋梁（令和５年度までに工事が完

了した橋梁は 31 橋）は 46 橋です。 

今後さらに設計寿命（50 年）を超える橋梁が増加するため、計画的に補修設計等

を行う必要があります。 

 

図 1.2-3 補修実施橋梁の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-4 補修実施橋梁の年度別数 

 

【対策実施済】

橋梁数：46橋
割 合：20%

【対策未実施】

橋梁数：145橋
割 合：64%

【対策不要】

橋梁数：35橋
割 合：16%
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（４）橋梁の状況 

令和６年３月現在の橋梁定期点検の結果は、以下の通りです。 

 

図 1.2-5 点検結果（全 226 橋） 

 

 

表 1.2-1 健全性の診断区分 

 

※出典：「橋梁定期点検要領(国土交通省)」P.27 より 

 

【Ⅰ：健全】

橋梁数：35橋
割 合：15%

【Ⅱ：予防保全段階】

橋梁数：169橋
割 合：75%

【Ⅲ：早期措置段階】

橋梁数：22橋
割 合：10%

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
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２．老朽化対策における基本方針 

 橋梁の老朽化対策における基本方針は以下の通りです。 

 

① 健全性の診断区分【 Ⅳ 】および【 Ⅲ 】の橋梁は、優先的に修繕等の対応を実施

します。（阿久根市では、令和７年度時点で診断区分「Ⅳ」の橋梁はありません） 

 

② 上記の対策を実施するにあたり、路線の重要性、環境条件、利用状況等を考慮して

対策の優先順位を決定します。 

 

③ 道路利用者及び第三者に対する安全性に影響する損傷が確認された場合は、優先的

に対策を実施します。 

 

④ 老朽化等により損傷が著しい橋梁は、安全性確保のための緊急措置を検討・実施す

るとともに、架け替え（更新）についても計画的に実施します。 
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３．長寿命化計画の流れ 

 前回橋梁長寿命化計画（平成 25 年度）と同様、「建設から維持管理に至る橋のライフサイ

クル」を考え策定した、『橋の長寿命化修繕計画』に従って、橋の維持管理を行います。 

 

 

 

 

 

 約 5年ごとに点検、約 10 年ごとに計画の見直しを実施し、架け替えより修繕を基本とし

て、その時に応じた適切な対策を検討します。 

 

❷ 劣化予測
点検の結果を踏まえ、
橋が今後どのように
劣化していくか予測

します。

❸ 対策検討
いつ、どの橋を、ど
のように修繕するの
が最適かを検討し、
計画を立てます。

❹ 維持管理・修繕

計画に沿って維持管
理や修繕を行います。

点検を行い、橋の
健康状態を把握・
評価します。

❶ 点検
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４．点検の方法 

 橋梁の点検は、以下の 3 つに分類されます。 

 

① 日常点検（パトロール） 

◇ 損傷や異常を早い時期に発見するために、高い頻度で行われる点検。 

◇ 日常的なパトロールも含まれる。 

◇ 主な点検方法として、道路パトロール車の中から目視で行われることが多い。 

 

② 定期点検 

◇ 5年に 1 度の頻度で行われる。 

◇ 損傷の程度から健全性の診断を行い、計画的に実施される点検。 

◇ 点検機器や橋梁点検車を用いて行われる。 

 

③ 異常時点検 

◇ 地震・台風・集中豪雨等の自然災害や大きな事故が発生した場合に、臨時で行わ

れる点検。 

 

 

 
 

点検時に行う排水桝の土砂詰まり撤去や 

舗装の清掃は、支承や伸縮装置への影響を

軽減するなど、長寿命化につながります。 
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５．橋梁補修の対策優先度の設定 

 本計画では、補修が必要な橋梁に対して立地環境や路線の状況、劣化・損傷の程度を考慮

して、優先度を決めて対策を計画しました。本計画における優先度の考え方は以下の通りで

す。 

 

①  健全性評価に基づく優先度 

R７年度までに実施した橋梁定期点検の結果を踏まえて、橋梁全体の健全度で厳し

い評価となった橋梁を優先します。 

 

② 立地条件等による優先度 

①の選定方法で判定が同じ橋梁においては、路線の重要性や環境条件等の『優先度

指数』を考慮し、優先順位を選定します。 

 

③ ①と②を考慮した総合的な優先度 

上記の①、②を考慮した上で、橋梁の優先度を決定します。 

 

表 5-1 立地条件等による優先度の項目 

 

 

表 5-2 健全性の診断区分と損傷程度に基づく優先度の考え方 

 

 

諸元項目 細　 　 　 別 概　 　 　 要

交通量 橋梁の使用度と して交通量は重要であるため。

交差状況
跨線橋および跨道橋が損傷した場合は、 第３ 者被害の

恐れがあるため。

迂回路の有無
迂回路の有無は、 ラ イフラ インと しての道路網と して

重要であるため。

経過年数
経過年数が高い橋梁は、 低い橋梁に比べ劣化速度が

速いため。

橋面積 橋面積が大きいほど補修の金額がかかるため。

環境条件
塩害環境（ 海岸線に近い環境） に位置する橋梁は、

一般環境に位置する橋梁に比べ劣化速度が速いため。

多い・ やや多い・ 少ない

鉄道・ 道路・ 河川

あり ・ なし

70年以上・ 50年-70年・

20年-50年・ 20年未満

200㎡以上・ 80㎡-200㎡・

20㎡-80㎡・ 20㎡未満

一般環境・ 塩害環境
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６．橋梁の補修について 

６.１．補修内容 

橋梁の補修項目や内容は、工事前に橋梁の状況と補修対策を決定するための、調査・補

修設計を実施し決定します。 

橋梁の損傷状況やその原因に応じて適切な工法で修繕工事を実施します。 

 

６.２．新技術の活用について 

橋梁の点検方法の決定や橋梁の修繕工法決定においては、「新技術の活用検討」を原則

実施し、ライフサイクルコスト等の費用縮減を図ります。 

新技術は、新技術情報共有システム（NETIS）等を活用し、その状況に応じて最適な新

技術の検討を行います。 

 

表 6.2-1 新技術情報提供システム（NETIS）-点検技術（一部抜粋）- 

 

 

表 6.2-2 新技術情報提供システム（NETIS）-補修技術（一部抜粋）- 

 

 

技術番号 技術名 技術概要

BR010002－V0020
超望遠レンズによる

高層構造物の外観検査技術

画像から橋梁の損傷（ ひびわれ・ 遊離石灰など） を抽出し、 点検調

書を作成する技術

BR010003－V0020
構造物点検調査ヘリ システム

（ SCI MUS： スキームス）

ド ローンに搭載したデジタルカメ ラを用いて橋梁を撮影し、 変状を

把握する技術

BR020003－V0020
デジタル打音検査と デジタル

目視点検の統合システム

AEセンサを用いた打音計測装置を用い、 デジタル化された情報か

ら 、 橋梁の損傷（ コンク リ ート のう き ・ 剥離・ 内部欠陥・ ボルト の

ゆるみ等） を把握する技術

BR020005－V0120 ポール打検機
ポール（ 最長8ｍ） の先端に取り 付けたセンサーヘッ ド を橋梁に押し

当て、 聴音により コンク リ ート のう きの有無を判別する技術

技術番号 技術名 技術概要

KT-220245-A
ナノ シリ カ系表面含浸材

コンク リ ート リ バイブ　 CPT-2000

従来実施していた含浸材の塗布前に行う 散水作業が不要と なるた

め、 施工性が向上して工期の短縮が図れる技術

KT-230056-A
橋梁伸縮装置の止水工法

（ KFシールテク ト YKB-J工法）

伸縮装置の劣化した伸縮ゴム部分のみを除去し 、 塗料による止水塗

膜を形成し補修する技術

QS-180044-A
高耐久性断面修復工法

「 タフショ ッ ト ク リ ート 工法」

ノ ンポリ マーセメ ント モルタル（ 独自の材料を配合） を使用するこ

と で、 優れた強度・ 耐久性をあげる技術

QS-180020-A ジョ イント 「 繋」
橋梁地覆隙間部からの雨水などの侵入防止を目的と した隙間止水材

であり 、 地覆部と の密着性が高い技術



[10] 

 

６.３．新技術の活用による費用縮減 

補修技術において、以下の新技術を活用することで、以下のような結果となります。 

阿久根市が管理する橋梁 226 橋のうち、補修対象 14 橋に対して令和 10 年度末（今後 5

年間）までに以下の新技術・新工法を活用することで、約 3,734（千円）程度の費用縮減

の効果を目指します。 

 

≪ ナノシリカ系表面含浸材 コンクリートリバイブ CPT-2000 ≫ 

 

 

 

 

≪ 高耐久性断面修復工法「タフショットクリート工法」 ≫ 

 

 

 

 

６.４．費用の縮減に関する具体的な方針 

橋梁の管理には、点検に係る維持費や修繕に伴う維持工事費等の費用が必要になりま

す。費用の縮減方法において、前項で述べた新技術活用による方法のほかに、老朽化した

橋梁を廃止し集約化することにより、維持管理に係る経費の縮減や効率化が期待されま

す。 

  阿久根市では、現時点において、近傍に迂回路があり利用頻度が極めて低く、修繕工事

を必要とする施設がないため、集約・撤去による費用縮減は困難であるが、ライフサイク

ルコスト縮減のため、社会経済情勢及び施設の利用状況並びに地元の意見を踏まえ、令和

10 年度までに１橋の集約・撤去について検討し、約 30万円程度の費用縮減の効果を目指

します。

単価（ 千円）

【 従来技術】

単価（ 千円）

【 新技術】
従来技術（ 千円） 新技術（ 千円）

4. 0 3. 9 4, 328 4, 193

単価（ 千円）

【 従来技術】

単価（ 千円）

【 新技術】
従来技術（ 千円） 新技術（ 千円）

120. 7 104. 0 26, 002 22, 403

約 135（千円） 

の縮減効果あり 

約 3,599（千円） 

の縮減効果あり 
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７．補修実施計画の策定 

 阿久根市が管理する 226 橋において、前述の考えに基づき更新した計画一覧表を以下に記載します。 

表 7-1 計画一覧表（1／5） 
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表 7-1 計画一覧表（2／5） 
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表 7-1 計画一覧表（3／5） 
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表 7-1 計画一覧表（4／5） 
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表 7-1 計画一覧表（5／5） 
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８．長寿命化修繕計画による事業費削減効果の算定 

 架設後 50 年で更新（橋梁の架け替え）を行う『事後的修繕』と、損傷が大きくなる前に

補修等を実施する『修繕計画』において、50 年間の総事業費用を比較した結果、『事後的修

繕』が 146.9 億円なのに対し、『修繕計画』は 33.2 億円となり、計画策定による事業費用の

低減効果（77.4％）を確認できました。 

 

 

 

図 8-1 長寿命化修繕計画の事業費低減効果 
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